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Ⅷ 研究のまとめ 

１ 研究の成果と課題 

(1) 「評価に関する教諭アンケート調査」の結果と考察（小中高職員 43名に実施） 

 本研究を通して本校職員の観点別評価に関する知識や意識の変容、授業改善のポイントを押さえ

た実践に取り組むことができたか等を見取るためにアンケート調査を行った。調査は令和２年 11

月頃に学部ごとに実施した。回収率は 90％。ここでは、教諭のアンケート調査の結果のみ取り扱っ

ている。寄宿舎職員のアンケート調査の結果については寄宿舎の報告の中に載せている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 【観点別評価の理解】成果 

研修を通して観点別評価の理解が

「深まった」33％、「少し深まった」

65％、「変わらない」2％という結果と

なった。研修を通して観点別評価に対

する教諭の理解が深まったことが窺え

る。 

問 2 【観点を明確にした評価】成果  

98％の教諭が研修を通して観点を明

確にした評価が前年度よりも「できる

ようになった」もしくは「少しできるよ

うになった」と回答している。ただし、

「少しできるようになった」が 76％な

ので、観点を明確にした評価の実施を

今後とも深めていく必要がある。 

問 3 【評価の難しい観点】課題 

 評価することの難しい観点が「ない」

19％、「知・技」9％、「思・判・表」28％、

「主体的」56％という結果となった。小

学部は「思・判・表」に難しさを感じる

職員の割合が１番多く、中・高等部では

「主体」に難しさを感じる職員の割合

が一番の多かった。 
24
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問3 特に「評価」することが難しいと感

じる観点はありましたか？（複数回答

可）43名中

1 ない

2 知・技

3 思・判・表

4 主体的

1 できるようになった

22%

2 少しで

きるよう

になった

76%

3 できな

かった

2%

問2 前年度に比べて、観点を明確にした

評価をすることができましたか？

1 できるように

なった

2 少しできるよう

になった

3 できなかった

4 その他

1 深まった

33%

2 少し深まった

65%

3 変わら

ない

2%

問1 研修を通して観点別評価に関する知

識・理解は深まりましたか？

1 深まった

2 少し深まった

3 変わらない

4 その他
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問 4 【主体的・対話的で深い学びの理解】

成果 98％の教諭が研修を通して「主

体的･対話的で深い学び」に関して理解

が「深まった」もしくは「少し深まった」

と回答している。ただし「少し深まっ

た」が 80％なので、主体的･対話的で深

い学びについての理解を今後とも深め

ていく必要がある。 

問 5 【学習の意義や計画の提示】成果 

 前年度に比べ、学習の意義や計画の

提示を工夫することが「できた」もしく

は「少しできた」との解答が 93％とな

り、前年度よりも学習の意義や計画の

提示の工夫の意識が高まったと考えら

れる。 

問 6 【子どもが考え、判断する場面設

定】成果 前年度に比べ、子ども達が

考え、判断する場面設定の工夫をする

ことが「できた」もしくは「少しでき

た」との解答が 93％となった。 

問 7 【振り返りを通した学びの意識化】

課題 前年度に比べ、振り返りを通し

た学びの意識化の工夫をすることが

「できた」もしくは「少しできた」との

解答が 86％となった。 

1 できた

16%

2 少しで

きた

70%

3 できな

かった

12%

4 その他

2%

問7 前年度に比べ、振り返りを通した学びの

意識化の工夫をすることができましたか？

1 できた

2 少しできた

3 できなかった

4 その他

1 できた

33%

2 少しで

きた

60%

3 できな

かった

5%

4 その他

2%

問6 前年度に比べ、子ども達が考え、判

断する場面設定の工夫ができましたか？

1 できた

2 少しできた

3 できなかった

4 その他

1 できた

25%

2 少しで

きた

68%

3 できな

かった

5%

4 その他

2%

問5 前年度に比べ、子ども達に対して学

習の意義や計画の提示の工夫をすること

ができましたか?

1 できた

2 少しできた

3 できなかった

4 その他

1 深まった

18%

2 少し深

まった

80%

3 変わら

ない

2%

問4 研修を通して[「主体的・対話的で深

い学び」に関する知識・理解は深まりま

したか？

1 深まった

2 少し深まった

3 変わらない

4 その他

問 5 6 7 【宮特授業改善のポイントの

比較】課題 問 5 6 7は宮特授業改善

のポイントを押さえた工夫ができたか

どうかについて聞いたものである。こ

の３つのポイントを比較してみると、

１番工夫することができたポイントは

「考え、判断する場面設定の工夫がで

きた 33％」、反対に１番工夫すること

ができなかったポイントは「振り返り

を通した学びの意識化の工夫ができた

16％」となった。「振り返りを通した学

びの意識化の工夫」に課題が残った。 
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(2) ２年目、研究の目標に対する成果と課題 

【成果】 

 ① 観点別評価及び授業改善に対する理解をある程度深めることができた。 

【課題】 

❶ 観点別評価及び授業改善に対するさらなる理解を深めること、職員間の共通認識を広げてい

き、それを定着させていくことが必要である。 

【成果】 

 ① 昨年度の「観点別評価を実現する授業改善を探る」という状態から一歩進んで、宮特授業改

善のポイントを作成し、それを基に授業改善に取り組むことができた。 

 ② 宮特授業改善のポイントを置くことで、授業研究会での話し合いが焦点化され活性化された。 

【課題】 

 ❶ 宮特授業改善のポイント③「振り返りを通した学びの意識化の工夫」についての方法を明確

化していく必要がある。 

【成果】 

 ① 「評価の手引き」（案）を活用し、観点を明確にした学習指導案を基に授業実践に取り組むこ

とができた。 

 ② 「評価の手引き」（案）を活用し、個別の評価記録を作成し、観点を明確にした評価を行うこ

とができた。 

 【課題】 

 ❶ 個別の評価記録の作成は時間がかかり、実効性に乏しいため改善が必要。 

❷ 「育てたい資質・能力」と関連づけた観点別目標の設定に課題があるため、「育てたい資質・

能力」と関連づけた目標の設定方法を検討する必要がある。 

 

問 8 【研修の効果】成果 課題 

 研修を通して「観点を基に授業を考える」74％、「授業改善のポイントを意識して授業を考える」

51％、「学習指導要領を見る」51％、「日々の評価を取る」23％と回答している。全職員が研修を通

して教育実践力の向上を図ることができたと考えられる。（どの項目も増えていないと回答した職

員は０名。）ただし、日々の評価を取ることが増えなかったことは課題である。 

10

22

22

32

0 5 10 15 20 25 30 35

問8 研修を通してやるようになったこと、やることが増えたことがあれば

教えてください。（複数回答可）４３名中
1 観点を基に授業を考える

2 宮特授業改善のポイントを意識し

て授業を考える
3 学習指導要領を見る

4 日々の評価(記録)を取る

目標１ 評価と授業改善に関する理論や方法の教師間の共通認識を図る。 

目標２ 観点別評価を意識した主体的・対話的で深い学びの授業改善に取り組む。 

目標３ 「評価の手引き」（案）を活用し、観点を明確にした評価を行う。 
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２ 今後の展望 

  今年度の研究の中で、「宮特授業改善のポイント」を作成し、それを基に授業改善に取り組み「観点

別評価と連動した授業改善」について一定の成果を得ることができた。 

  来年度以降は「学習者への効果的な評価の伝え方」（評価の活用）「評価を教育課程の改善に行かし

ていく方法」（カリキュラム・マネジメント）についても取り組んでいく。そして、 

 

  研究の目的（長期目標） 

  の達成に近づけるよう全校体制で取り組んでいく。 

 

宮特カリキュラム・マネジメント５ヶ年計画 

 

 

 

 

 

 

  

 

理論の整理 ①授業改善 ②学習の改善 ③教育課程の改善 

一 

年 

目 

①観点別評価につい

ての理論を整理し、

「手引き」にまとめる 

①「学習指導案」「評

価記録」を基に、授業

改善に取り組む。 

    

二 

年 

目 

②「手引き」を活用し、

観点別評価の理論を

定着させていく 

②「指導案」「記録」

等を活用し、授業改善

の方法を探る 

①子ども自身が学習の

改善に活用できる方法

について探る 

 ①年間指導計画の様

式、内容の見直し 

三 

年 

目 

  ③授業改善の方法を

定着させていく 

②子ども自身が学習の

改善に活用できる方法

を定着させていく 

②「授業評価」を基に

年間指導計画を作成

する 

四 

年 

目 

     ③「授業評価」を基に

年間指導計画の改善

に取り組む 

五 

年 

目 

  

  ③「評価」を基に教育

課程の改善の方法に

ついて探る 

「評価の手引き」を作成・活用し、観点を明確にした評価を実施することで、授業改善、

児童生徒の学習の改善、教育課程の改善を効果的に行う。 

改

善 改

善 

改

善 
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